
（
電子提供措置事項のうち法令及び定款に基づく

）書面交付請求による交付書面に記載しない事項

連結株主資本等変動計算書

連 結 注 記 表

株主資本等変動計算書

個 別 注 記 表

上記事項につきましては、法令及び当社定款第14条の規定に基づき、書面交

付請求をいただいた株主様に対して交付する書面には記載しておりません。

なお、本株主総会におきましては、書面交付請求の有無にかかわらず、株主

の皆様に電子提供措置事項から上記事項を除いたものを記載した書面を一律

でお送りいたします。

株主各位

第21期定時株主総会資料

株式会社海帆



( 2023年４月１日から
2024年３月31日まで )

（単位：千円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

当連結会計年度期首残高 1,010,280 380,203 △1,135,356 255,127

当連結会計年度変動額

新株の発行（新株予約権の行
使）

673,986 673,986 1,347,972

親会社株主に帰属する当期純損
失（△）

△712,567 △712,567

株主資本以外の項目の当連結会
計年度変動額（純額）

当連結会計年度変動額合計 673,986 673,986 △712,567 635,404

当連結会計年度末残高 1,684,266 1,054,190 △1,847,924 890,531

新株予約権 純資産合計

当連結会計年度期首残高 35,525 290,652

当連結会計年度変動額

新株の発行（新株予約権の行
使）

1,347,972

親会社株主に帰属する当期純損
失（△）

△712,567

株主資本以外の項目の当連結会
計年度変動額（純額）

△35,402 △35,402

当連結会計年度変動額合計 △35,402 600,002

当連結会計年度末残高 122 890,654

連結株主資本等変動計算書

（注）金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結注記表

１．継続企業の前提に関する注記

当社グループは、単体では2019年３月以降、継続して営業損失、経常損失及び当期純

損失を計上しており、連結では2023年３月期において、営業損失、経常損失及び親会社

株主に帰属する当期純損失を計上しております。当連結会計年度においても営業損失

587,547千円、経常損失568,623千円及び親会社株主に帰属する当期純損失712,567千円を

計上しております。これらの状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさ

せるような状況が存在しております。

当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う行動制

限等は緩和され、経済活動が正常化しつつあったものの、ウクライナ情勢の長期化によ

る資源や原材料価格の高騰、円安による輸入コストの急増など、依然として先行きが不

透明な状況となっております。

外食業界におきましては、行動制限の緩和により国内及びインバウンド需要に回復の

兆しが見られておりますが、原材料費や光熱費の急激な高騰により、依然として厳しい

経営環境が続き、今後の経済活動も不透明な状況で推移しております。

このような状況の中、当社グループは当該状況について、以下のとおり対応を進めて

まいります。

飲食事業では当社の直営店舗と2022年７月15日開催の取締役会決議を経て100％子会社

となった株式会社ＳＳＳにおいて居酒屋事業を運営しておりますが、オペレーションや

原材料等の共通点があり、また、当社グループ外の企業や個人に店舗の運営を委託する

利益率の高い店舗運営を行っております。そのノウハウを十分に活用しながら、食材原

価と人件費の管理を徹底して行い利益率の向上を図ります。

さらに、2022年10月21日には100％子会社であるKAIHAN ENERGY JAPAN合同会社(2023年

１月31日付でKR ENERGY JAPAN合同会社へ名称変更しております。)及び2023年３月31日

にはKRエナジー１号合同会社を設立し、再生可能エネルギー事業においても、安定的な

収益基盤の確保に向け、太陽光発電施設の建設を行い、売電もしくは太陽光発電施設そ

のものの売買を開始しております。さらに取得した太陽光発電施設の土地を有効活用す

る事を目的として、発電設備の下にて農作物の栽培を行うことも予定しており、そこで

収穫した農作物を、当社グループが運営する飲食店へ供給する事により、事業において

シナジーが生じ、将来的な業績の改善に寄与するものと考えております。再生可能エネ

ルギー事業に必要な資金に関しては、金融機関からの調達を予定しております。

今後も上記施策を推進し、収益力の向上と財務体質の強化に取り組みますが、これら

の改善策ならびに対応策の一部は実施中であり、現時点では継続企業の前提に関する重

要な不確実性が認められます。

なお、連結計算書類は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する

重要な不確実性の影響を連結計算書類には反映しておりません。
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２．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

（1）連結の範囲に関する事項

・連結子会社の数　　　　　４社

・主要な連結子会社の名称　株式会社ＳＳＳ

　KR ENERGY JAPAN合同会社

　ＫＲエナジー１号合同会社

　株式会社大三萬年堂ＬＡＢ

（2）持分法の適用に関する事項

該当事項はありません。

（3）連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社の決算日は、連結会計年度の末日と一致しております。

（4）会計方針に関する事項

①　重要な資産の評価基準及び評価方法

イ．有価証券

その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均

法により算定）を採用しております。

市場価格のない株式等

移動平均法による原価法を採用しております。

ロ．棚卸資産

未成工事支出金

個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方

法により算定）を採用しております。

原材料及び貯蔵品

終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切

下げの方法により算定）を採用しております。

②　重要な減価償却資産の減価償却の方法

イ．有形固定資産（リース資産を除く）

定率法を採用しております。

ただし、建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取得した建

物附属設備及び構築物については定額法を採用しております。

取得価額が10万円以上20万円未満の少額減価償却資産については、法人税法の

規定に基づき、３年間で均等償却を行っております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
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建物　　　　　　　　　　２～27年

機械及び装置　　　　　　　　12年

ロ．無形固定資産（リース資産を除く）

定額法を採用しております。

なお、自社利用のソフトウエアについては社内における利用可能期間（５年）

に基づいて、償却しております。

ハ．リース資産

所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法によっておりま

す。

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零（ただし、残価保証がある場合は

当該金額）とする定額法によっております。

③　重要な引当金の計上基準

イ．貸倒引当金

売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率

等により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回

収不能見込額を計上しております。

ロ．賞与引当金

従業員に対して支給する賞与の支出に備えるため、支給見込額のうち当連結会

計年度負担額を計上しております。

ハ．株主優待引当金

株主優待制度に伴う支出に備えるため、今後発生すると見込まれる額を計上し

ております。

ニ．事業整理損失引当金

事業整理に伴い発生する損失に備えるため、当連結会計年度末における損失見

積額を計上しております。

④　のれんの償却方法及び償却期間

のれんの償却については、10年間の定額法により償却を行っております。

⑤　収益及び費用の計上基準

イ．飲食事業

主として居酒屋・レストラン等の飲食店運営によるサービスの提供を行っており

ます。サービスの提供による収益は、飲食店における顧客からの注文に基づく料理

の提供であり、顧客へ料理を提供し対価を受領した時点で履行義務が充足されるこ

とから、当該時点で収益を認識しております。

ロ．再生可能エネルギー事業

主として再生可能エネルギー設備で発電された電力を一般電気事業者等の顧客に

対して販売しております。当該電力の販売については、顧客に電力を納入した時点
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で履行義務が充足されると判断し、当該時点で収益を認識しております。

３．表示方法の変更に関する注記

前連結会計年度において営業外収益の「その他」に含めていた「受取手数料」は、金

額的重要性が増したため、当連結会計年度より独立掲記しております。

なお、前連結会計年度の営業外収益の「その他」に含まれる「受取手数料」は154千円

であります。

４．会計上の見積りに関する注記

（1）固定資産の減損損失

①　当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

有形固定資産　           　　1,543,898千円

無形固定資産　             　　351,938千円

長期前払費用(投資その他の資産) 108,661千円

減損損失　　             　　　 93,782千円

②　会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報

減損損失の判断においては、主として２期連続して営業損益がマイナスとなって

いる資産又は資産グループについて減損の兆候があると判断しております。資産の

グルーピングにあたっては、各店舗等、他の資産又は資産グループのキャッシュ・

フローから概ね独立したキャッシュ・フローを生成する資産グループを 小単位と

しております。

減損の兆候があると認められた資産又は資産グループについては、過年度の営業

損益をベースとした数値に主要な資産の残存耐用年数を乗じたものを割引前将来キ

ャッシュ・フローと仮定し、これが帳簿価額を下回る場合に減損損失を認識すべき

との判断をしております。

減損損失を認識すべきと判断された資産又は資産グループについては、資産の帳

簿価額と回収可能価額を比較することにより実施し、回収可能価額が帳簿価額を下

回る場合には減損損失を計上しております。

回収可能価額の算定にあたっては、資産の使用から生み出される将来キャッシ

ュ・フローの割引現在価値と 終的な処分から生み出される将来キャッシュ・フロ

ーの割引現在価値を見積っております。

これらの見積りは、経営者による 善の見積りにより行っておりますが、翌連結

会計年度の連結計算書類において重要な減損損失を計上する可能性があります。

（2）事業整理損失引当金

①　当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

事業整理損失引当金　　　　　 17,889千円

事業整理損失引当金戻入額　　 17,393千円

②　会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報

事業整理損失引当金は、事業整理、店舗の閉鎖又は業態転換により、将来発生す
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機械及び装置 246,055千円

建設仮勘定 500,835千円

その他（無形固定資産） 12,000千円

その他（投資その他の資産） 94,810千円

計 853,701千円

短期借入金 750,000千円

計 750,000千円

ると見込まれる店舗の撤退費用を計上しております。引当金として認識する金額

は、契約条件や過去の撤退実績等を考慮して、将来支出の発生時期及び金額を見積

っております。

当該見積りは経営者による 善の見積りにより行っておりますが、実際の結果と

異なる可能性があります。そのため、翌連結会計年度の連結計算書類において事業

整理損失引当金の金額に重要な影響を与える可能性があります。

５．連結貸借対照表に関する注記

（1）担保に供している資産及び担保に係る債務

担保に供している資産

担保に係る債務

上記の他に、金融機関とのL/C開設に対して現金及び預金171,500千円を担保に供し

ております。

（2）有形固定資産の減価償却累計額　　　　1,057,783千円

６．連結株主資本等変動計算書に関する注記

（1）当連結会計年度の末日における発行済株式の種類及び総数

普通株式　50,768,900株

（2）剰余金の配当に関する事項

①　配当金支払額等

該当事項はありません。

②　基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年

度になるもの

該当事項はありません。

（3）当連結会計年度の末日における新株予約権（権利行使期間の初日が到来していない

ものを除く）の目的となる株式の種類及び数

普通株式　70,000株
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７．金融商品に関する注記

（1）金融商品の状況に関する事項

①　金融商品に対する取組方針

当社グループは、資金運用については、主に短期的な預金に限定し、資金調達に

ついては、設備投資計画に照らして、必要な資金を主に銀行借入により調達してお

ります。デリバティブ取引は行わない方針であります。

②　金融商品の内容及びそのリスク

売掛金、長期貸付金、敷金及び保証金は、取引先の信用リスクに晒されておりま

す。

買掛金、未払金及び未払法人税等は、おおむね１年以内の支払い期日でありま

す。

借入金及びリース債務の使途は、主に設備投資目的であり、償還日は 長で決算

日後７年であります。このうち、一部の長期借入金について金利変動リスクに晒さ

れております。

③　金融商品に係るリスク管理体制

イ．信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

営業債権及び長期貸付金に係る信用リスクは、担当部署が信用状態を検証し、

相手先の状況のモニタリングを行い、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期

把握や軽減を図っております。

ロ．市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理

借入金については、担当部門における責任者が支払金利の変動を定期的にモニ

タリングし、金利変動リスクの早期把握を図っております。

ハ．資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払を実行できなくなるリスク）の

管理

当社グループは、各部署からの報告に基づき担当部署が適時に資金繰り計画を

作成・更新するとともに、手元流動性の維持等により流動性リスクを管理してお

ります。

④　金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価の算定においては、変動要因を織り込んでいるため、異なる前提

条件等を採用することにより、当該価額が変動することもあります。
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連結貸借対照表計上額 時 価 差 額

敷金及び保証金 247,263 234,515 △12,748

長期貸付金 168,229 169,964 1,734

資産計 415,493 404,479 △11,013

長期借入金（*2) 974,139 967,729 △6,409

リース債務（*2) 258,931 253,078 △5,852

負債計 1,233,070 1,220,807 △12,262

（2）金融商品の時価等に関する事項

連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、以下のとおりでありま

す。

（単位：千円）

(*1)現金及び預金、売掛金、買掛金、短期借入金、未払金、未払法人税等については、短

期間で決済されるものであるため時価は帳簿価額と近似していることから、記載を省

略しております。

(*2)長期借入金及びリース債務には、それぞれ１年内返済予定分を含めております。

（3）金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じ

て、以下の３つのレベルに分類しております。

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場にお

いて形成される当該時価の算定の対象となる資産又は負債に関す

る相場価格により算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のイン

プット以外の時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時

価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それら

のインプットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が も低

いレベルに時価を分類しております。

①　時価で連結貸借対照表に計上している金融商品

該当事項はありません。
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区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

敷金及び保証金 － 234,515 － 234,515

長期貸付金 － 169,964 － 169,964

資産計 － 404,479 － 404,479

長期借入金 － 967,729 － 967,729

リース債務 － 253,078 － 253,078

負債計 － 1,220,807 － 1,220,807

報告セグメント

合計飲食事業 再生可能エネ

ルギー事業

直営店舗の顧客に対する売上 2,168,115 － 2,168,115

業務委託契約による収入 223,800 － 223,800

フランチャイズ契約に基づく

ライセンス収入
8,175 － 8,175

再生可能エネルギー事業に基

づく収入
－ 3,923 3,923

顧客との契約から生じる収益 2,400,091 3,923 2,404,014

その他の収益 38,756 － 38,756

外部顧客への売上 2,438,847 3,923 2,442,771

②　時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

敷金及び保証金

想定した貸借契約期間に基づく将来キャッシュ・フローと国債の利回りを基に割

引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

長期貸付金

元利金の合計額を同様の新規貸付けを行った場合に想定される利率で割り引いた 

現在価値により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

長期借入金及びリース債務

これらの時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味

した利率を基に割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類してお

ります。

８．収益認識に関する注記

（1）顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：千円）
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（1）１株当たり純資産額 17円54銭

（2）１株当たり当期純損失 15円52銭

場 所 用 途 種 類

愛知県犬山市 店舗 工具、器具及び備品

愛知県東海市 店舗 工具、器具及び備品等

愛知県半田市 店舗 工具、器具及び備品

愛知県名古屋市 店舗 工具、器具及び備品

岐阜県羽島市 店舗 工具、器具及び備品

岐阜県大垣市 店舗 建物

東京都港区 店舗 建物等

三重県鈴鹿市 店舗 工具、器具及び備品

神奈川県横浜市 店舗 建物等

神奈川県川崎市 店舗 建物等

（2）顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

「２．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等（4）会

計方針に関する事項　⑤収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

（3）当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報

該当事項はありません。

９．１株当たり情報に関する注記

10．重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。

11．その他の注記

減損損失に関する注記

当連結会計年度において、当社グループは以下の資産グループについて減損損失を

計上しております。

当社グループは店舗を基準にしてグルーピングを行っております。

当連結会計年度において、収益性が著しく低下した店舗について、資産の帳簿価額

を回収可能価額まで減額し、当該減少額93,782千円（建物66,594千円、のれん18,757

千円、その他8,429千円）を減損損失として計上しました。

当資産グループの回収可能価額は主として正味売却価額により測定しており、売却

等が困難な資産は、０円として評価しております。
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( 2023年４月１日から
2024年３月31日まで )

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本

合計資本準備金
その他

資本剰余金

資本剰余金

合計

その他

利益剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 1,010,280 92,020 288,183 380,203 △1,051,985 △1,051,985 338,498

当期変動額

新株の発行（新株予約

権の行使）
673,986 673,986 673,986 1,347,972

当期純損失（△） △561,803 △561,803 △561,803

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 673,986 673,986 － 673,986 △561,803 △561,803 786,168

当期末残高 1,684,266 766,006 288,183 1,054,190 △1,613,788 △1,613,788 1,124,667

新株予約権 純資産合計

当期首残高 35,525 374,023

当期変動額

新株の発行（新株予約

権の行使）
1,347,972

当期純損失（△） △561,803

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△35,402 △35,402

当期変動額合計 △35,402 750,766

当期末残高 122 1,124,790

株主資本等変動計算書

（単位：千円）

（注）金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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個別注記表

１．継続企業の前提に関する注記

当社は2019年３月以降、継続して営業損失、経常損失及び当期純損失を計上しており

ます。当事業年度においても営業損失522,183千円、経常損失507,034千円及び当期純損

失561,803千円を計上しており、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような

状況が存在しております。

当事業年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う行動制限等

は緩和され、経済活動が正常化しつつあったものの、ウクライナ情勢の長期化による資

源や原材料価格の高騰、円安による輸入コストの急増など、依然として先行きが不透明

な状況となっております。

外食業界におきましては、行動制限の緩和により国内及びインバウンド需要に回復の

兆しが見られておりますが、原材料費や光熱費の急激な高騰により、依然として厳しい

経営環境が続き、今後の経済活動も不透明な状況で推移しております。

このような状況の中、当社グループは当該状況について、以下のとおり対応を進めて

まいります。

飲食事業では当社の直営店舗と2022年７月15日開催の取締役会決議を経て100％子会社

となった株式会社ＳＳＳにおいて居酒屋事業を運営しておりますが、オペレーションや

原材料等の共通点があり、また、当社グループ外の企業や個人に店舗の運営を委託する

利益率の高い店舗運営を行っております。そのノウハウを十分に活用しながら、食材原

価と人件費の管理を徹底して行い利益率の向上を図ります。

さらに、2022年10月21日には100％子会社であるKAIHAN ENERGY JAPAN合同会社(2023年

１月31日付でKR ENERGY JAPAN合同会社へ名称変更しております。)及び2023年３月31日

にはKRエナジー１号合同会社を設立し、再生可能エネルギー事業においても、安定的な

収益基盤の確保に向け、太陽光発電施設の建設を行い、売電もしくは太陽光発電施設そ

のものの売買を開始しております。さらに取得した太陽光発電施設の土地を有効活用す

る事を目的として、発電設備の下にて農作物の栽培を行うことも予定しており、そこで

収穫した農作物を、当社グループが運営する飲食店へ供給する事により、事業において

シナジーが生じ、将来的な業績の改善に寄与するものと考えております。再生可能エネ

ルギー事業に必要な資金に関しては、金融機関からの調達を予定しております。

今後も上記施策を推進し、収益力の向上と財務体質の強化に取り組みますが、これら

の改善策ならびに対応策の一部は実施中であり、現時点では継続企業の前提に関する重

要な不確実性が認められます。

なお、計算書類は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要

な不確実性の影響を計算書類には反映しておりません。
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２．重要な会計方針に係る事項に関する注記

（1）資産の評価基準及び評価方法

①　有価証券の評価基準及び評価方法

イ．子会社株式

移動平均法による原価法を採用しております。

ロ．その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法

により算定）を採用しております。

市場価格のない株式等

移動平均法による原価法を採用しております。

②　棚卸資産の評価基準及び評価方法

終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げ

の方法により算定）を採用しております。

（2）固定資産の減価償却の方法

①　有形固定資産（リース資産を除く）

定率法を採用しております。

ただし、建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物

附属設備及び構築物については定額法を採用しております。

取得価額が10万円以上20万円未満の少額減価償却資産については、法人税法の規

定に基づき、３年間で均等償却を行っております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物　　　　　　　　２～27年

車両運搬具　　　　　    ６年

工具、器具及び備品　２～15年

②　無形固定資産（リース資産を除く）

定額法を採用しております。

なお、のれんについては10年、自社利用のソフトウエアについては社内における

利用可能期間（５年）に基づいて、それぞれ償却しております。

③　リース資産

所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法によっております。

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零（ただし、残価保証がある場合は当

該金額）とする定額法によっております。
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（3）引当金の計上基準

①　貸倒引当金

売上債権、貸付金等の貸倒による貸倒損失に備えるため、一般債権については貸

倒実績率等により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案

し、回収不能見込額を計上しております。

②　賞与引当金

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額の当期負担額を計

上しております。

③　株主優待引当金

株主優待制度に伴う支出に備えるため、今後発生すると見込まれる額を計上して

おります。

④　事業整理損失引当金

事業整理に伴い発生する損失に備えるため、当事業年度末における損失見積額を

計上しております。

（4）収益及び費用の計上基準

当社は、居酒屋・レストラン等の飲食店運営によるサービスの提供を行っており

ます。サービスの提供による収益は、飲食店における顧客からの注文に基づく料理

の提供であり、顧客へ料理を提供し対価を受領した時点で履行義務が充足されるこ

とから、当該時点で収益を認識しております。

３．収益認識に関する注記

顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

２．重要な会計方針に係る事項に関する注記の「（4）収益及び費用の計上基準」に

記載のとおりであります。

４．表示方法の変更に関する注記

前事業年度において営業外収益の「その他」に含めていた「受取手数料」は、金額的

重要性が増したため、当事業年度より独立掲記しております。

なお、前事業年度の営業外収益の「その他」に含まれる「受取手数料」は154千円であ

ります。

５．会計上の見積りに関する注記

（1）固定資産の減損損失

①　当事業年度の計算書類に計上した金額

有形固定資産　           　　 154,871千円

無形固定資産　           　　　 7,464千円

減損損失　　             　　　64,836千円
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②　会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報

減損損失の判断においては、主として２期連続して営業損益がマイナスとなって

いる資産又は資産グループについて減損の兆候があると判断しております。資産の

グルーピングにあたっては、各店舗等、他の資産又は資産グループのキャッシュ・

フローから概ね独立したキャッシュ・フローを生成する資産グループを 小単位と

しております。

減損の兆候があると認められた資産又は資産グループについては、過年度の営業

損益をベースとした数値に主要な資産の残存耐用年数を乗じたものを割引前将来キ

ャッシュ・フローと仮定し、これが帳簿価額を下回る場合に減損損失を認識すべき

との判断をしております。

減損損失を認識すべきと判断された資産又は資産グループについては、資産の帳

簿価額と回収可能価額を比較することにより実施し、回収可能価額が帳簿価額を下

回る場合には減損損失を計上しております。

回収可能価額の算定にあたっては、資産の使用から生み出される将来キャッシ

ュ・フローの割引現在価値と 終的な処分から生み出される将来キャッシュ・フロ

ーの割引現在価値を見積っております。

これらの見積りは、経営者による 善の見積りにより行っておりますが、翌事業

年度の計算書類において重要な減損損失を計上する可能性があります。

（2）事業整理損失引当金

①　当事業年度の計算書類に計上した金額

事業整理損失引当金　　　　　　17,889千円

事業整理損失引当金戻入額　　　17,393千円

②　会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報

事業整理損失引当金は、事業整理、店舗の閉鎖又は業態転換により、将来発生す

ると見込まれる店舗の撤退費用を計上しております。引当金として認識する金額

は、契約条件や過去の撤退実績等を考慮して、将来支出の発生時期及び金額を見積

っております。

当該見積りは経営者による 善の見積りにより行っておりますが、実際の結果と

異なる可能性があります。そのため、翌事業年度の計算書類において事業整理損失

引当金の金額に重要な影響を与える可能性があります。

６．貸借対照表に関する注記

（1）有形固定資産の減価償却累計額　　　　　　　　　968,286千円

（2）保証債務

子会社の短期借入金に対する保証債務　　　　　750,000千円
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（3）関係会社に対する金銭債権及び金銭債務

短期金銭債権　　　　　　　　　　　　　　　　262,364千円

短期金銭債務　　　　　　　　　　　　　　　　106,919千円

７．損益計算書に関する注記

関係会社との取引高

営業取引による取引高　　　　　　　　　　　　　139,258千円

営業取引以外の取引高　　　　　　　　　　　　　 22,191千円

８．株主資本等変動計算書に関する注記

当事業年度の末日における自己株式の種類及び数

該当事項はありません。

９．税効果会計に関する注記

繰延税金資産の発生の主な原因は、繰越欠損金でありますが、全額評価性引当額を計

上しております。繰延税金負債の発生の主な原因は、資産除去債務に対する固定資産で

あります。
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種 類 会 社 等 の 名 称

議決権等の

所有（被所

有 ） 割 合

関連当事者

と の 関 係
取 引 内 容

取引金額

（千円）
科 目

期末残高

（千円）

子 会 社 株式会社ＳＳＳ
（所有）

100.0％

経営指導

資金の借入

店舗の業務委託

役員の兼任

経営指導料の受取

利息の支払

店舗の業務委託

43,184

6,173

51,834

未収入金

関係会社短期借入金

立替金

未払金

3,885

410,469

1,499

64,742

子 会 社
KR ENERGY JAPAN

合同会社

（所有）

51.0％

経営指導

資金の援助

役員の兼任

経営指導料の受取

資金の返済

経費の立替

利息の受取

21,600

245,000

204,773

15,933

未収入金

関係会社短期貸付金

関係会社長期貸付金

立替金

未収収益

33,660

260,000

35,666

152,392

18,919

子 会 社
株式会社大三萬

年堂ＬＡＢ

（所有）

66.7％

経営指導

役員の兼任

経営指導料の受取

経費の立替

22,640

20,875

未収入金

立替金

31,130

20,875

子 会 社
KRエナジー1号合

同会社

（所有）

100.0％

資金の借入

債務保証

資金の借入

利息の支払

債務保証

100,000

83

750,000

関係会社短期借入金

未払金

100,000

83

（1）１株当たり純資産額 22円15銭

（2）１株当たり当期純損失 12円23銭

10．関連当事者との取引に関する注記

子会社及び関連会社等

（注）１．経営指導料は、役務提供に対する費用等を勘案して合理的に価格を決定してお

ります。

２．資金の貸付及び借入は、市場金利等を勘案して、その都度、協議し決定してお

ります。

３．店舗の業務委託については、業務内容を勘案して、その都度、協議し決定して

おります。

４．債務保証については、金融機関からの借入金等に対するものであります。な

お、保証料は受領しておりません。

５．株式会社大三萬年堂ＬＡＢへの貸倒懸念債権に対し、当事業年度において

52,005千円の貸倒引当金を計上しております。また当事業年度において52,005

千円の貸倒引当金繰入額を計上しております。

11．１株当たり情報に関する注記

12．重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。

13．連結配当規制適用会社に関する注記

当社は、連結配当規制の適用会社であります。
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場 所 用 途 種 類

愛知県犬山市 店舗 工具、器具及び備品

愛知県東海市 店舗 工具、器具及び備品等

愛知県半田市 店舗 工具、器具及び備品

愛知県名古屋市 店舗 工具、器具及び備品

岐阜県羽島市 店舗 工具、器具及び備品

岐阜県大垣市 店舗 建物

東京都港区 店舗 建物等

三重県鈴鹿市 店舗 工具、器具及び備品

14．その他の注記

減損損失に関する注記

当事業年度において、当社は以下の資産グループについて減損損失を計上しており

ます。

当社は店舗を基準にしてグルーピングを行っております。

当事業年度において、収益性が著しく低下した店舗について、資産の帳簿価額を回

収可能価額まで減額し、当該減少額 64,836千円（建物40,671千円、工具、器具及び備

品5,085千円、その他321千円、のれん18,757千円）を減損損失として計上しました。

当資産グループの回収可能価額は主として正味売却価額により測定しており、売却

等が困難な資産は、０円として評価しております。
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